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[1] 組織の概要 

（1）会社名    株式会社長谷部工業 

 

（2）代表者名   代表取締役 長谷部 雄右 

 

（3）所在地    本社   ：静岡県静岡市葵区芝原 21-7 

資材ヤ-ド ：静岡県静岡市葵区芝原 21-13 

第３ヤ-ド ：静岡県静岡市葵区東 1-34 

平塚支店 ：神奈川県平塚市纏 661-1 

 

（4）設立年月日  2004 年 8 月 1 日 

 

（5）資本金    900 万円 

 

（6）事業内容   建設業（土木、建築、大工、左官、とび・土工、石工、屋根工事、タイル・レ

ンガ・ブロック、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、板金、ガラス工事、

塗装、防水工事、内装仕上げ、建具工事、解体工事） 

 

産業廃棄物収集運搬業 

 

 

（7）事業規模 

項目 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売上高 百万円 350 380 628 

従業員数 人 16 16 14 

産業廃棄物 

収集運搬量 
ｔ － 7.25 ０ 

  

 

（8）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

管理責任者 : 廣田 二子 

ＴＥＬ：054-294-8947 

ＦＡＸ：054-294-8948 

E-Mail :hasebe0709@iaa.itkeeper.ne.jp 
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（9）許可関連 

建設業許可 

 許可 許可番号等 許可年月日 有効期限 

一般 

建設業許可 

静岡 

県知事 

静岡県知事許可 

（般-30） 

第 39441 号 

令和元年 

9 月 28 日 

令和５年 

9 月 27 日 

  

 

産業廃棄物収集運搬許可 

事業区分 許可 許可番号等 取得年月日 有効期限 取扱品目 

産業廃棄物 

収集運搬許可 

静岡 

県知事 
第 02201214766 号  

令和元年 

3 月 27 日 

令和７年 

3 月 26 日 

廃プラスチック類

（石綿含有廃棄物

を含む）、金属く

ず、ガラスくず・

コンクリ-トくず・

陶磁器くず（石綿

含有廃棄物を含

む）、がれき類（石

綿含有廃棄物を含

む）、紙くず、木

くず、繊維くず 

（11）産業廃棄物収集運搬用車両 

  3t ユニック車 1 台  3ｔトラック 3 台   2.5ｔトラック 1 台 
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 [2]対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

（1）対象範囲 

①適用する事業所 ：本社、資材ヤード、第三ヤード、平塚支店 

②適用構成員 ：当社役員、従業員(派遣社員、パ-ト含む) 

③適用する活動 ：当社の事業内容の中で実績があるもの 

           建設業（建築、土木、解体）、産業廃棄物収集運搬業 

 

      注）産業廃棄物の収集運搬は、2022 年度はなかったが、2021 年度はあり、これか

らもあり得るので、活動範囲として表記している。 

    

 

（2）レポ-ト対象期間 

202２年１月 1 日～2022 年１２月 31 日 

 

 

（3）推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）役割分担 

代表者 

（社長） 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行い、 

必要あれば改定を指示する。 

⑤ 経営における課題とチャンスを明確化する。 

環境管理責任者 

環境マネジメントシステムの推進・維持をする。 

① 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関する 

情報を最高責任者に提供する。 

部門責任者 
➀ 環境目標達成のための企画立案および運用 

➁ 運用状況の確認および是正対策 

 

代表者 

（代表取締役 長谷部 雄右） 

 

環境管理責任者 

（廣田 二子） 

 

本社、資材ヤード、第 3 ヤード、平塚支店 
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[3]環境方針 

 

株式会社長谷部工業 環境経営方針 

基本理念 

 

株式会社長谷部工業は、創業以来、皆様の温かいご支援により発展してまいりました。 

昨今ますます重要視される「環境」という社会的なテーマに対し、様々な取り組みが多様化されるなか、

当社では今まで培ってきた施工技術の更なるを向上を目指し、環境影響の小さい施工を行うことで、お

応えしてまいります。 

私たちを育ててくれた地域社会に感謝し、より効率化を目指した環境配慮型の経営に努め、自然環境

に優しい企業の在り方を率先して実現してまいります。 

 

行動指針 
 

当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動

を推進します。 

 

1．事業活動の全領域で、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動を実施します。 

2．環境経営システムの継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止できる体制を構築します。 

3．環境関連の法令や当社が参加した協定等を遵守することを徹底し、管理レベルの向上を図ります。 

4．次の項を重要事項として環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）業務効率化を通じて燃料や電気などの使用量の削減に取組みます。 

（2）廃棄物については分別やリサイクル活動を活性化し排出量の低減を図ります。 

（3）水使用量、化学物質については適正管理に努めます。 

（4）環境に配慮した工事の施工に努め、お客さまからのご意見に対しては真摯に向き合い、 

継続的に改善します。 

5．環境教育･訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に 

環境保護に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識･認識の向上を図ります。 

6．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

 

2021年 6月 1日制定   

株式会社長谷部工業     

代表取締役 長谷部 雄右 
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 [4] 中期環境目標 

中長期の環境目標は以下の通りである。 

№ テ-マ 
中長期目標 

(202３年１月 ～ 202５年１２月) 

１ 

ＣＯ2 

排出量 

削減 

202３年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比２％削減する。 

202４年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比３％削減する。 

202５年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比４％削減する。 

①  
電力使用量 

削減 

202３年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比２％削減する。 

202４年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比３％削減する。 

202５年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比４％削減する。 

②  
燃料使用量 

削減 

202３年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比２％削減する。 

202４年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比３％削減する。 

202５年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比４％削減する。 

２ 
廃棄物   

リサイクル 
目標期間中の産業廃棄物のリサイクル率 80％以上を維持する。 

3 
水使用量 

削減 

202３年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比２％削減する。 

202４年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比３％削減する。 

202５年度は、ＣＯ2 排出量を 202１年度比４％削減する。 

4 

要望・クレ-

ム 

の対応 

対象期間中は、お客様からの要望の分析、対策を実施し、クレ-ム 0 件を

維持する 

※化学物質は使用していないため目標は設定しない。 
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[5] 今年度の環境活動計画および取組状況の評価 

※当社では化学物質を使用しない。 

環境活動計画 
主たる 

担当部署 

実

施

者 

202２ 

年度 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

次年度 

の取組 

① 電気使用量の維持管理 

・使用していない機器の 

電源オフ 
事務所 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・不要な照明の消灯 事務所 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・各種作業の効率化 事務所 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

② ガソリン・軽油使用量の削減 

・アイドリングストップの徹底 現場 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・機材のメンテナンス 現場 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

③ 廃棄物リサイクル率の維持管理 

・廃棄物発生の抑制 

・分別方法の遵守 
現場 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・マニフェスト管理の徹底 
事務所 

現場 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④ 水使用量の維持管理 

・可能な範囲での節水活動 

・使用量の把握 

事務所 

現場 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑤ 要望・クレ-ムへの対応 

・発生内容の分析および対策 
事務所 

現場 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実施計画：●  計画通り実施⇒〇  実施したが尚改善が必要⇒△  実施不十分⇒× 
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[6] 環境目標の達成状況および評価（実績） 

目標 単位 
基準値 

（202１年度） 
目標値 

（－１％） 

実績 

（202２年度） 

基準値対比 

（％） 
評価 

売上高 万円 38,000 － 62,800 165 〇 

二酸化炭素排出量 
kg-CO2 91,532 90,616 124,280 135 

〇 
kg-CO2/万円 2.408 2.384 1.979 82.1 

電気使用量 
kWh 2,071 2,050 2,747 132 

〇 
kWh/万円 0.054 0.053 0.044 81.4 

ガソリン使用量 
L 12,365 12,241 18,473 149 

〇 
L/万円 0.325 0.321 0.294 90.4 

軽油使用量 
L 20,785 20,577 31,078 149 

〇 
L/万円 0.547 0.541 0.495 90.5 

一般廃棄物排出量 ㎏ 108 適正管理 108 ― 〇 

産業廃棄物リサイクル率 % 8２ 80%以上 80.4 ― 〇 

水使用量 m3 ７ 適正管理 7 ― 〇 

クレ-ム件数 （件数） 0 0 0 ― 〇 

※購入電力の排出係数は 0.452 を使用。 

※「水使用量」「一般廃棄物」は、少量なので、「適正管理」を目標にしている。 

※化学物質は使用していない。 

※上欄の「評価」は、絶対値目標又は原単位目標のいずれかが達成なら「〇」とする。 

 

【評価（今後の予防処置）】 

 （二酸化炭素排出量） 

   202１年度に比べ、二酸化炭素排出量の占有率６４％を占める軽油使用量が増大したが、売上が大

幅に増えたので、原単位としては、順調に達成できたが、次年度も引き続き、節電、車両運転の効

率化などの省エネ活動を継続する。 

（電気使用量） 

   仕事量が増えたことによる事務作業時間の増加及び夏季冬季の空調機使用時間が増えたと思われる

が、原単位としては、順調に達成できた。 

 

（燃料使用量） 

   仕事量の増加、県外の遠地工事が増えたことによる、運転距離が増えたことにより、使用量は増加

したが、原単位としては、順調に達成できた。今後共、エコドライブに留意する。 

   

（産業廃棄物） 

  廃棄物は分別を徹底しており、リサイクル率は目標を達成できた。 

 

（水使用量） 

  当社ではトイレの排水もなく、使用量は極少なので、それを継続する。 

 

  （クレ-ムの発生） 

当社の利害関係者からの苦情やクレ-ムは発生していない。  
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［7］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

(1)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

関係機関等からの指摘や苦情及び訴訟等も同様にありませんでした。 

 

 (2)当社が適用される主な環境関連法規制等 

確認日：202３年７月１０日 

    確認者：環境管理責任者 

名称 当社の現状 要求事項 法律変更 評価 

廃棄物処理法 

外部業者の委託 

①産廃業者等との委託契約書締結 

②廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

③マニフェストの発行・返却・保管 

④マニュフェストの行政報告(年 1 回) 

⑤1 回/年以上の頻度で委託業者の現地視察 

⑥廃棄物の適正処理 

⑥ 銀使用製品廃棄物の適正管理 

無 〇 

騒音規制法 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 〇 

振動規制法 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 〇 

建設業法 

当社の業務全般 

建設業許可の取得 

専任技術者、監理技術者の設置など 

建設業許可の更新（5 年間） 

無 〇 

建設リサイクル法 
当社の業務全般 

建築資材廃棄物の抑制 

建築資材廃棄物のリサイクル 
無 〇 

道路交通法 当社の業務全般 該当工事に対する道路使用の許可 無 〇 

道路法 当社の業務全般 該当工事に対する道路占用の許可 無 〇 

 

 

［8］環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社の緊急事態は、労働災害事故、天災事故を想定し、対応策を定めており、その訓練を定期的に行い、

現場での緊急事態の発生及び予防を図っています。 
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［9］代表者による全体評価と見直し・指示 

 

(１) システム全般の運用状況・法令順守 

エコアクション 21 の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォ-マンス 

環境への取組み状況は、パトロ-ルチェック等の結果より良好と判断できる。 

(４) 環境目標の達成 

環境目標は、絶対値では目標を超過しているが、売上増加により、原単位では大幅に達成できた。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

是正処置はなかったが、日常的に予防処置を講じている。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォロ-アップ 

環境活動の継続を指示したが、今後共、改善を図りつつ、推進を図る。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

法律の改定や周囲の状況変化はない。 

(８) 改善のための提案・その他 

環境目標の達成活動は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、意識を高く保ち、 

より一層の取り組み強化を行うこと。 

 

 

 評価日：202３年７月１０日 

株式会社 長谷部工業 

代表取締役 長谷部 雄右 

   

 

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

1．エコアクション 21 文書類 有 次年度は要求事項の理解を高めた文書作成に取り組む。 

2．環境目標・計画 有 今回、原単位目標をも加えたので、今後共継続する。 

3．環境活動計画 無 次年度以降も定めた経営計画を真摯に実施する 

4．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

5．環境経営システム 有 今後は、システム運営の確実性を強化する。 

6．その他 無 特になし。 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

環境目標の達成は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、全社員が一丸になって、 

より一層の努力をするよう指示した。 

 


